
青
空
文
庫
が
活
動
を
開
始
し
て
、
一

〇
年
が
経
過
し
た
と
お
聞
き
い
た
し

ま
し
た
。

図
書
館
関
係
者
な
ら
ば
、
知
ら
な
い

者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
、
あ
の
青
空
文

庫
が
開
設
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
に
、
ま
ず
も
っ
て
お
祝
い
を
申
し
上

げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

図
書
館
の
最
も
重
要
な
役
割
は
、
人

類
の
も
つ
知
識
、
情
報
を
万
人
の
共
有

物
と
し
て
共
有
化
す
る
こ
と
に
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
図
書
館

は
永
い
時
間
を
か
け
て
様
々
な
技
術
、

シ
ス
テ
ム
を
創
り
つ
づ
け
て
き
ま
し

た
が
、
青
空
文
庫
は
近
年
の
情
報
技
術

の
飛
躍
的
な
進
歩
を
利
用
し
て
著
作

権
の
保
護
期
間
が
切
れ
た
著
作
物
を

世
界
中
の
人
々
に
開
放
す
る
こ
と
に

よ
り
共
有
化
を
進
め
る
と
い
う
偉
大

な
事
業
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

も
そ
の
事
業
を
非
営
利
で
立
上
げ
、
そ

の
後
数
百
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支

え
る
仕
組
み
も
作
り
上
げ
ま
し
た
。

著
作
権
者
の
一
部
に
は
、
著
作
物
の

エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
一
般
大
衆

が
著
作
物
に
敬
意
を
払
わ
ず
、
な
い
が

し
ろ
に
し
て
い
る
と
非
難
す
る
方
々

が
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
大
い

な
る
誤
解
で
、
多
く
の
市
民
は
文
化
的

歴
史
的
著
作
物
に
価
値
を
見
出
し
、
心

か
ら
そ
の
作
品
の
永
遠
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
青
空
文
庫

は
そ
の
よ
う
な
心
根
を
強
く
持
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
拠
点
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
一
部
の
著
作

権
者
が
望
み
な
が
ら
叶
え
ら
れ
な
い

と
嘆
く
、
作
品
と
作
家
へ
の
敬
慕
が
最

も
強
く
発
現
し
て
い
る
営
み
が
実
現

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

青
空
文
庫
は
十
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
コ
ン

テ
ン
ツ
を
収
録
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
全
国

の
公
共
図
書
館
、
大
学
附
属
図
書
館
、

高
等
学
校
図
書
館
な
ど
へ
寄
贈
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
青
空

文
庫
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
、
活
動
の
状

況
、
サ
イ
ト
の
利
用
法
な
ど
を
ま
と
め

た
小
冊
子
に
添
付
さ
れ
た
形
で
送
付

さ
れ
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
る
作

品
は
著
作
権
フ
リ
ー
で
あ
る
た
め
、
コ

ピ
ー
も
自
由
に
行
な
え
る
の
で
図
書

館
に
お
い
て
コ
ピ
ー
を
行
な
い
利
用

者
に
頒
布
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
青

空
文
庫
の
サ
イ
ト
へ
直
接
ア
ク
セ
ス

す
る
こ
と
に
躊
躇
す
る
市
民
も
冊
子

の
解
説
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
デ
ー
タ
を
用
い

て
作
品
を
鑑
賞
、
分
析
、
加
工
す
る
こ

と
が
可
能
で
す
。

青
空
文
庫
の
こ
の
度
の
素
晴
ら
し
い

取
組
み
に
対
し
て
、
各
図
書
館
に
お
い

て
は
Ｐ
Ｒ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
智
恵

を
し
ぼ
っ
て
青
空
文
庫
の
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

た
と
え
ば
退
職
後
の
団
塊
の
世
代
の
中

に
は
、
お
気
に
入
り
の
文
学
作
品
を
分

析
研
究
す
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
方
々
に
対
し
て
、「
青

空
文
庫
の
利
用
講
座
」
を
開
催
す
る
な

ど
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。
ま

た
大
学
で
は
既
に
行
な
わ
れ
て
い
る
文

学
作
品
の
分
析
の
た
め
の
利
用
な
ど
も

高
校
の
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
で
も
利
用

で
き
る
で
し
ょ
う
。
日
本
図
書
館
協
会

と
し
て
も
今
回
の
事
業
に
関
し
て
さ
さ

や
か
な
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
図
書
館
に
お
い

て
積
極
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
を

希
望
い
た
し
ま
す
。

推
薦
の
言
葉

社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会

常
務
理
事・事
務
局
長 

松
岡 

要

配 架 の お 願 い
インターネットの電子図書館、青空文庫をまるごと、DVD-ROMにおさめました。
使い方と、青空文庫の成り立ちを説明した『青空文庫 全』に添えて、図書館にお届けします。
公共図書館と大学、短大、高専付属図書館には、2007（平成19）年10月末までに。

高校図書館には、11月20日ごろ配送の予定です。
『青空文庫 全』の寄贈計画は、日本図書館協会のお力添えと、
 ライブラリー・アド・サービスのご協力を得て、進めます。

図書館が与えてくれる「読む自由」を、
私たちはインターネットの上にも生み出したいと考えました。
貴館の書架に、「もう一つの読む自由」を目指す、
青空文庫への扉を開いてください。



【あ】愛知 敬一 「ファラデーの伝」、会津 八一 「一片の石」等四篇、饗庭 篁村 
「良夜」、秋田 滋 モーパッサン「ある自殺者の手記」訳、等五篇、芥川 竜之介 「奉
教人の死」「藪の中」「歯車」等三五三篇、阿部 徳蔵 「美術曲芸しん粉細工」、アミ
ーチス エドモンド・デ 「母を尋ねて三千里」、有島 武郎 「或る女」「生まれいずる悩み」
「小さき者へ」等三三篇、アルチバシェッフ ミハイル・ペトローヴィチ 「死」等二篇、淡島 
寒月 「江戸か東京か」等一二篇、アンデルセン ハンス・クリスチャン 「即興詩人」「マ
ッチ売りの少女」「雪の女王」等一二篇、アンドレーエフ レオニード・ニコラーエヴィチ 
「犬」【い】イエイツ ウィリアム・バトラー 「「ケルトの薄明」より」等二篇、生田 春月 「聖
書」、池田 菊苗 「「味の素」発明の動機」、池谷 信三郎 「橋」、池宮城 積宝 「奥
間巡査」、石井 研堂 「東京市騒擾中の釣」等四篇、石川 三四郎 「社会的分業
論」等九篇、石川 啄木 「一握の砂」「悲しき玩具」「雲は天才である」等二四篇、石
河 幹明 「瘠我慢の説 序」等二篇、石田 孫太郎 「猫と色の嗜好」、石橋 忍月 
「罪過論」等二篇、石原 莞爾 「最終戦争論・戦争史大観」等二篇、泉 鏡花 「外
科室」「高野聖」「夜行巡査」等一一六篇、板倉 勝宣 「山と雪の日記」等四篇、伊
丹 万作 「人間山中貞雄」等一六編、市島 春城 「読書八境」、伊藤 左千夫 
「奈 子々」「野菊の墓」「水害雑録」等一二篇、伊東 静雄 「わがひとに与ふる哀歌」
等二篇、伊藤 野枝 「ある男の堕落」等八篇、井上 紅梅 魯迅「阿Q正伝」訳、等
一二篇、違星 北斗 「北斗帖」、今井 邦子 「水野仙子さんの思ひ出」、岩波 茂雄 
「読書子に寄す」、岩野 泡鳴 「神秘的半獣主義」等五篇、巌谷 小波 「こがね丸」
等二篇【う】ウィード グスターフ 「尼」等二篇、上田 敏 「海潮音」等三篇、上村 松
園 「母への追慕」等一六篇、内田 魯庵 「犬物語」等一一篇、内村 鑑三 「後世へ
の最大遺物」「デンマルク国の話」等九篇、海野 十三 「海野十三敗戦日記」「太
平洋魔城」「超人間X号」等一五三篇【え】榎本 武揚 「書簡」、江見 水蔭 「死剣
と生縄」等七篇【お】大阪 圭吉 「デパートの絞刑吏」等九篇、大杉 栄 「日本脱出
記」等一一篇、大槻 文彦 「ことばのうみのおくがき」、大手 拓次 「藍色の蟇」等三
篇、大町 桂月 「秋の筑波山」等二篇、尾形 亀之助 「色ガラスの街」等七篇、岡本 
一平 「非凡人と凡人の遺書」、岡本 かの子 「金魚撩乱」「鶴は病みき」「母子叙
情」等七六篇、岡本 綺堂 「半七捕物帳」「修禅寺物語」「ゆず湯」等一七一篇、
小川 亮作 オマル「ルバイヤート」訳、沖野 岩三郎 「山さち川さち」等一二篇、荻原 
守衞 「彫刻家の見たる美人」、小熊 秀雄 「流民詩集」等二六篇、小栗 風葉 「深
川女房」、小栗 虫太郎 「黒死館殺人事件」等一七篇、尾崎 紅葉 「金色夜叉」
等二篇、尾崎 放哉 「入庵雑記」等六篇、尾崎 秀実 「遺書」、小山内 薫 「梨の
実」等二篇、押川 春浪 「月世界競争探検」等三篇、織田 作之助 「聴雨」「夫婦
善哉」「六白金星」等四〇篇、小野 賢一郎 「やきもの読本」、小野 浩 「金のくびかざ
り」、折口 信夫 「国文学の発生」「死者の書」「山越しの阿弥陀像の画因」等一〇〇
篇、オルコット ルイーザ・メイ 「若草物語」、恩地 孝四郎 「書籍の風俗」【か】ガール
シン フセヴォロド・ミハイロヴィチ 「四日間」、葛西 善蔵 「哀しき父」「椎の若葉」等三
篇、梶井 久 「臨終まで」、梶井 基次郎 「桜の樹の下には」「城のある町にて」「檸
檬」等四三篇、片岡 鉄兵 「今度こそ」、勝 海舟 「旗本移転後の始末」等五篇、加
藤 文太郎 「単独行」、加藤 道夫 「なよたけ」、金子 ふみ子 「父」、狩野 直喜 
「支那研究に就て」等三篇、狩野 亨吉 「天津教古文書の批判」等五篇、加能 作
次郎 「恭三の父」等二篇、加福 均三 「希臘及び羅馬と香料」、上司 小剣 「鱧の
皮」、嘉村 礒多 「業苦」等四篇、鴨 長明 「方丈記」、河合 栄治郎 「二・二六事
件に就て」、河上 肇 「放翁鑑賞」等五篇、川上 眉山 「書記官」、川端 茅舎 「夏
の月」、河東 碧梧桐 「南予枇杷行」、ガンジー マハトマ 「スワデシの誓」等六篇、
観世 左近 二十四世 「よくぞ能の家に」、蒲原 有明 「松浦あがた」等一〇篇【き】木
内 高音 「やんちゃオートバイ」、菊池 寛 「恩讐の彼方に」「真珠夫人」「父帰る」等
五二篇、岸田 国士 「「文壇波動調」欄記事」等一三〇篇、岸田 劉生 「美術上の
婦人」等三篇、北 一輝 「子に与ふ」、北原 白秋 「思ひ出 抒情小曲集」「邪宗門」
等一〇篇、北村 透谷 「楚囚之詩」等三四篇、紀 貫之 「土佐日記」、木下 尚江 
「火の柱」等一〇篇、木下 杢太郎 「海郷風物記」「南蛮寺門前」等一〇篇、木下 
利玄 「山陰の風景」、キプリング ラデャード 「幻の人力車」、金 史良 「光りの中に」等
五篇、木村 芥舟 「福沢先生を憶う」、木村 小舟 「太陽系統の滅亡」、清沢 満之 
「我信念」、桐生 悠  々「関東防空大演習を嗤う」等五篇【く】瞿 佑 「牡丹灯記」、
陸 羯南 「近時政論考」、九鬼 周造 「「いき」の構造」等七篇、久坂 葉子 「幾度目
かの最期」等六篇、クスミン ミカイル・アレクセーヴィチ 「フロルスと賊と」、楠山 正雄 
マロ「家なき子」訳、等七〇篇、邦枝 完二 「おせん」、国枝 史郎 「甲州鎮撫隊」「天
主閣の音」「名人地獄」等四七篇、国木田 独歩 「画の悲み」「源おじ」「武蔵野」等
三〇篇、久米 正雄 「競漕」等四篇、クラウフォード フランシス・マリオン 「上床」、倉
田 百三 「愛と認識との出発」「出家とその弟子」「俊寛」等一五篇、クラルテ ジュール 
「猿」、グリム ヴィルヘルム・カール 「白雪姫」等一〇篇、グリム ヤーコプ・ルードヴィッ
ヒ・カール 「白雪姫」等一〇篇、黒岩 涙香 「幽霊塔」等四篇、黒島 伝治 「渦巻け
る烏の群」「武装せる市街」等二五篇、黒田 清輝 「女の顔」、桑原 隲蔵 「大師の
入唐」等二三篇【こ】小泉 節子 「思い出の記」、小泉 八雲 「耳無芳一の話」等三
篇、小出 楢重 「楢重雑筆」等四篇、甲賀 三郎 「支倉事件」等一一篇、幸田 露
伴 「蒲生氏郷」「五重塔」「突貫紀行」等三五篇、幸徳 秋水 「死刑の前」等五篇、
ゴーゴリ ニコライ 「狂人日記」等三篇、ゴーチェ テオフル 「クラリモンド」、郡 虎彦 
「道成寺（一幕劇）」、ゴーリキー マクシム 「センツアマニ」、ゴールドマン エマ 「婦人
解放の悲劇」、小金井 喜美子 「兄の帰朝」、小酒井 不木 「恋愛曲線」等一六
篇、小島 烏水 「梓川の上流」等一四篇、小林 多喜二 「蟹工船」「党生活者」「防
雪林」等一三篇、小舟 勝二 「扉は語らず」、小村 雪岱 「泉鏡花先生のこと」、コロ
レンコ ウラジミール・ガラクティオノヴィチ 「樺太脱獄記」【さ】斎藤 茂吉 「念珠集」
等二二篇、斎藤 緑雨 「かくれんぼ」等二篇、酒井 嘉七 「京鹿子娘道成寺」等二
篇、堺 利彦 「獄中生活」等七篇、坂口 安吾 「青鬼の褌を洗う女」「桜の森の満開
の下」「堕落論」等一九八篇、坂本 竜馬 「船中八策」、佐左木 俊郎 「或る嬰児殺
しの動機」等三四篇、佐 木々 直次郎 ポー「アッシャー家の崩壊」訳、等一一篇、佐々

木 味津三 「右門捕物帖」「旗本退屈男」等五三篇、佐藤 垢石 「泡盛物語」等
七七篇、佐藤 紅緑 「ああ玉杯に花うけて」、佐藤 惣之助 「荒磯の興味」、里村 欣
三 「苦力頭の表情」等二篇、サマン アルベール 「クサンチス」、沢田 正二郎 「私
の竜之助感」、三遊亭 円朝 「塩原多助旅日記」「真景累ヶ淵」「文七元結」等一四
篇【し】ジェファーソン トマス 「アメリカ独立宣言」、柴田 流星 「残されたる江戸」、島
木 健作 「鰊漁場」等六篇、島木 赤彦 「諏訪湖畔冬の生活」、島崎 藤村 「千曲
川のスケッチ」「破戒」「夜明け前」等三七篇、島田 清次郎 「地上」等二篇、島村 抱
月 「序に代えて人生観上の自然主義を論ず」、清水 紫琴 「移民学園」等一三篇、
下村 湖人 「次郎物語」等五篇、下村 千秋 「旱天実景」等二篇、十一谷 義三
郎 「青草」等二篇、シュニッツレル アルツール 「アンドレアス・タアマイエルが遺書」、
素木 しづ 「三十三の死」等一一篇、白鳥 庫吉 「『尚書』の高等批評」、白柳 秀湖 
「駅夫日記」、新青年編輯局  ドイル「臨時急行列車の紛失」訳【す】スウィフト ジョ
ナサン 「ガリバー旅行記」、末弘 厳太郎 「役人学三則」等二篇、須川 邦彦 「無
人島に生きる十六人」、菅原孝標女  「更級日記」、杉田 久女 「大正女流俳句の
近代的特色」等七篇、鈴木 梅太郎 「ヴィタミン研究の回顧」、鈴木行三 三遊亭円
朝「真景累ヶ淵」校訂、等一二篇、鈴木 三重吉 「古事記物語」「湖水の女」「大震
火災記」等二五篇、薄田 泣菫 「艸木虫魚」等三六篇、スティーブンソン ロバート・ル
イス 「ジーキル博士とハイド氏の怪事件」、ストックトン フランシス・リチャード 「幽霊の移
転」、ストリンドベリ アウグスト 「真夏の夢」【せ】関 寛 「関牧塲創業記事」等三篇、
関根 金次郎 「本因坊と私」等三篇、瀬沼 夏葉  チェーホフ「六号室」訳【そ】相馬 
愛蔵 「私の小売商道」等二篇、相馬 黒光 「一商人として」、相馬 泰三 「六月」、添
田 唖蝉坊 「乞はない乞食」【た】高神 覚昇 「般若心経講義」、高田 保 「貸家を
探す話」等二篇、鷹野 つぎ 「草藪」等四篇、高村 光雲 「幕末維新懐古談」等
八〇篇、高村 光太郎 「智恵子抄」等三一篇、高山 樗牛 「滝口入道」等五篇、竹
内 勝太郎 「淡路人形座訪問」、武田 麟太郎 「日本三文オペラ」等七篇、竹久 夢
二 「どんたく」「砂がき」「春」等二七篇、太宰 治 「斜陽」「人間失格」「富嶽百景」等
二一二篇、田沢 稲舟 「五大堂」、立原 道造 「優しき歌」等四篇、田中 貢太郎 「日
本天変地異記」等一一四篇、田中 早苗 モーリス「或る精神異常者」訳、田中 正造 
「直訴状」等五篇、田中 英光 「オリンポスの果実」等三篇、谷 譲次 「踊る地平線」
等一三篇、種田 山頭火 「草木塔」等二篇、田畑 修一郎 「石ころ路」等七篇、田村 
松魚 「田村松魚の言葉」、田村 俊子 「木乃伊の口紅」、田山 花袋 「田舎教師」
「重右衛門の最後」「蒲団」等一五篇、談洲楼 燕枝 二代 「燕枝芸談」、ダンテ ア
リギエリ 「神曲」等三篇【ち】チェーホフ アントン 「六号室」等三篇、チェスタートン ギ
ルバート・キース 「金の十字架の呪い」等三篇、近松 秋江 「うつり香」等九篇、知里 
幸恵 「日記」、チリコフ オイゲン 「板ばさみ」、陳 玄祐 「倩娘」【つ】塚原 渋柿園 
「兵馬倥偬の人」、辻 潤 「浮浪漫語」等一三篇、辻村 伊助 「登山の朝」、辻村 も
と子 「早春箋」、土田 杏村 「私の書斎」等二篇、綱島 梁川 「国民性と文学」等二
篇、坪内 逍遥 「十歳以前に読んだ本」等二篇、津村 信夫 「猟人」等三篇、ツル
ゲーネフ イワン 「あいびき」【て】ディケンズ チャールズ 「クリスマス・カロル」等三篇、
デカルト ルネ 「省察」、手塚 寿郎 ワルラス「純粋経済学要論」訳、テニソン アルフ
レッド 「シャロットの妖姫」、デフォー ダニエル 「ヴィール夫人の亡霊」、寺島 柾史 
「怪奇人造島」、寺田 寅彦 「柿の種」等二八四篇【と】土井 晩翠 「漱石さんのロン
ドンにおけるエピソード」等五篇、ドイル アーサー・コナン 「グロリア・スコット号」等一〇
篇、ド・ヴィルヌーヴ ガブリエル=シュザンヌ・バルボ 「ラ・ベルとラ・ベート（美し姫と怪
獣）」、峠 三吉 「原爆詩集」、ドーデ アルフォンス 「村の学校（実話）」、戸川 秋骨 
「道学先生の旅」、戸川 明三 小泉八雲「耳無芳一の話」訳、等三篇、徳田 秋声 
「あらくれ」「黴」「縮図」等一八篇、徳冨 蘆花 「不如帰 小説」「みみずのたはこと」等
九篇、戸坂 潤 「科学的精神とは何か」等一七篇、ドストエフスキー フィヨードル・ミハ
イロヴィチ 「鰐」、富田 木歩 「小さな旅」、豊島 与志雄 「野ざらし」「山吹の花」ユゴー
「レ・ミゼラブル」訳、等一九七篇、ド・ラ・ラメー マリー・ルイーズ 「フランダースの犬」、ト
ルストイ レオ 「イワンの馬鹿」等二篇【な】内藤 湖南 「卑弥呼考」等三五篇、直木 
三十五 「南国太平記」等一九篇、中井 正一 「二十世紀の頂における図書館の意
味」等二六篇、長岡 半太郎 「物理学革新の一つの尖端」等三篇、永崎 貢 「組
合旗を折る」、中里 介山 「大菩薩峠」等四六篇、中島 敦 「山月記」「名人伝」「李
陵」等二六篇、中島 孤島 グリム「杜松の樹」訳、等二篇、長塚 節 「土」等三二篇、
中戸川 吉二 「イボタの虫」、中浜 哲 「杉よ! 眼の男よ!」、中原 中也 「在りし日の歌」
「山羊の歌」等五篇、夏目 漱石 「こころ」「三四郎」「吾輩は猫である」等一〇〇篇、
南部 修太郎 「阿片の味」等二〇篇【に】新美 南吉 「おじいさんのランプ」「久助君
の話」「ごん狐」等六三篇、西尾 正 「陳情書」等二篇、西田 幾多郎 「善の研究」
等一一篇、仁科 芳雄 「日本再建と科学」等五篇、新渡戸 稲造 「教育の目的」、日
本童話研究会  アミーチス「母を尋ねて三千里」訳【の】野上 豊一郎 「西洋見学」
等一七篇、野口 雨情 「青い眼の人形」等一三篇、野口 米次郎 「能楽論」、野呂 
栄太郎 「名人上手に聴く」等一七篇【は】バーネット フランシス・ホジソン・エリザ 「小
公女」、ハイヤーム オマル 「ルバイヤート」、萩原 朔太郎 「青猫」「月に吠える」「猫
町」等三一篇、橋本 五郎 「地図にない街」等二篇、橋本 進吉 「古代国語の音韻
に就いて」等三篇、長谷川 時雨 「旧聞日本橋」等四二篇、波多野 精一 「時と永
遠」、浜尾 四郎 「殺人鬼」等五篇、浜田 青陵 「沖縄の旅」等七篇、林 不忘 「丹
下左膳」等一〇篇、林 芙美子 「風琴と魚の町」「清貧の書」「放浪記（初出）」等
四九篇、葉山 嘉樹 「海に生くる人 」々等九篇、原 勝郎 「東山時代における一縉紳
の生活」等四篇、原 民喜 「壊滅の序曲」「夏の花」「廃墟から」等五二篇、原田 皐
月 「獄中の女より男に」【ひ】ビアス アンブローズ 「妖物」、樋口 一葉 「大つごもり」
「たけくらべ」「にごりえ」等一七篇、平井 肇 ゴーゴリ「狂人日記」訳、等三篇、平出 修 
「逆徒」等八篇、平田 禿木 「趣味としての読書」、平野 万里 「晶子鑑賞」、平林 
初之輔 「山吹町の殺人」「文学の本質について」等一四篇、平山 蘆江 「大菩薩峠
芝居話」、ヒルシュフェルド ゲオルヒ 「防火栓」、広津 柳浪 「今戸心中」等二篇
【ふ】プーシキン アレクサンドル S 「スペードの女王」、福沢 諭吉 「瘠我慢の説」等

一二篇、福田 英子 「妾の半生涯」等二篇、福永 渙 ガンジー「スワデシの誓」訳、
等六篇、藤島 武二 「画室の言葉」、婦人文化研究会  ルブラン「探偵小説アルセ
ーヌ・ルパン」訳、二葉亭 四迷 「余が言文一致の由来」等一一篇、フランス アナトー
ル 「バルタザアル」等二篇【へ】別所 梅之助 「石を積む」、ペロー シャルル 「猫吉
親方」等四篇、逸見 猶吉 「逸見猶吉詩集」【ほ】北条 民雄 「いのちの初夜」等五
篇、ポー エドガー・アラン 「アッシャー家の崩壊」「黄金虫」「モルグ街の殺人事件」
等一〇篇、ホーソーン ナサニエル 「ワンダ・ブック̶ ̶少年・少女のために̶̶」等
二篇、ホーフマンスタール フーゴー・フォン 「チチアンの死」、蒲松齢  「聊斎志異」等
一二篇、細井 和喜蔵 「女給」等二篇、穂積 陳重 「法窓夜話」、ホフマン エルンス
ト・テオドーア・アマーデウス 「廃宅」、堀 辰雄 「美しい村」「風立ちぬ」「かげろうの日
記」等二八篇、堀口 九万一 「フランソア・コッペ訪問記」等二篇、本庄 陸男 「白い
壁」等四篇【ま】牧 逸馬 「浴槽の花嫁」等一〇篇、牧野 信一 「鬼涙村」等一四
篇、マクドナルド ジョージ 「鏡中の美女」、正岡 子規 「歌よみに与ふる書」「墨汁一
滴」等二六篇、増田 雅子 「恋衣」、松永 延造 「職工と微笑」等三篇、松濤 明 
「山想う心」等四篇、松本 泰 「宝石の序曲」等五篇、マルサス トマス・ロバート 「人
口論」等二篇、マロ エクトール・アンリ 「家なき子」等二篇【み】三上 於菟吉 ドイル
「自転車嬢の危難」訳、等九篇、三木 清 「哲学入門」等一四篇、三島 霜川 「解剖
室」等六篇、水谷 まさる 「歌時計」等三篇、水野 仙子 「犬の威厳」等一五篇、水
野 葉舟 「遠野へ」等八篇、三田村 鳶魚 「中里介山の『大菩薩峠』」等二篇、南
方 熊楠 「十二支考」等八篇、水上 滝太郎 「貝殻追放」等一八篇、宮城 道雄 
「心の調べ」等三篇、三宅 幾三郎 ホーソーン「ワンダ・ブック̶ ̶少年・少女のために
̶̶」訳、三宅 花圃 「藪の鶯」、宮崎 湖処子 「空家」等二篇、宮沢 賢治 「風の
又三郎」「銀河鉄道の夜」「セロ弾きのゴーシュ」等一一六篇、宮武 外骨 「一円本
流行の害毒と其裏面談」、宮原 晃一郎 「虹猫と木精」等二一篇、宮本 百合子 
「獄中への手紙」「播州平野」「貧しき人 の々群」等一〇二七篇【む】村井 政善 「蕎
麦の味と食い方問題」、紫式部  「源氏物語」等五七篇、村山 槐多 「悪魔の舌」等
三篇【も】モーパッサン ギ・ド 「初雪」等七篇、森 鴎外 「うたかたの記」「高瀬舟」「舞
姫」等九四篇、森田 草平 「四十八人目」等三篇、森本 薫 「女の一生」等三篇、文
部省  「あたらしい憲法のはなし」【や】八木 重吉 「秋の瞳」等二篇、矢崎 嵯峨の舎 
「初恋」、矢田 津世子 「反逆」等二篇、藪野 椋十 「「一握の砂」序」、山川 登美
子 「恋衣」、山川 丙三郎 ダンテ「神曲」訳、等三篇、山路 愛山 「明治文学史」等
八篇、山下 利三郎 「流転」、山田 美妙 「武蔵野」、山中 貞雄 「陣中日誌（遺
稿）」等五篇、山村 暮鳥 「ちるちる・みちる」等三篇、山本 勝治 「十姉妹」、山本 宣
治 「婦人雑誌と猫」【ゆ】ユゴー ヴィクトル 「レ・ミゼラブル」等六篇、夢野 久作 「悪
魔祈祷書」「あやかしの鼓」「瓶詰地獄」等一五〇篇【よ】横瀬 夜雨 「花守」等七
篇、横光 利一 「機械」「ナポレオンと田虫」「旅愁」等三九篇、与謝野 晶子 「晶子
詩篇全集」「みだれ髪」「私の生ひ立ち」等一一五篇、与謝野 寛 「蓬生」等九篇、
与謝野 礼厳 「礼厳法師歌集」、吉江 喬松 「伊良湖の旅」等四篇、吉田 絃二郎 
「沈黙の扉」等二篇、吉田 秀夫 マルサス「人口論」訳、等三篇、吉野 作造 「蘇峰
先生の「大正の青年と帝国の前途」を読む」、吉行 エイスケ 「女百貨店」等一二篇
【ら】蘭 郁二郎 「脳波操縦士」等二三篇、ランド ハンス 「冬の王」【り】リカードウ デ
イヴィッド 「経済学及び課税の諸原理」、リットン エドワード ジョージ アール ブルワー 
「貸家」、リルケ ライネル・マリア 「駆落」等三篇【る】ルヴェル モーリス 「或る精神異
常者」、ルブラン モーリス 「奇巌城」等二篇、ルモンニエー カミーユ 「聖ニコラウスの
夜」【れ】レニエ アンリ・ド 「復讐」等二篇【ろ】魯迅  「阿Q正伝」等一二篇【わ】若
杉 鳥子 「烈日」等一三篇、若松 賤子 「忘れ形見」、若山 牧水 「樹木とその葉」
等六二篇、渡辺 温 「アンドロギュノスの裔」等一八篇、ワルラス マリー・エスプリ・レオ
ン 「純粋経済学要論」

『青空文庫 全』のDVD–ROM
と本文は、コピー自由です。
複製され、広く活用されることは、
私たちの心からの願いです。

『青空文庫 全』のDVD-ROMには、2007
（平成19）年10月1日現在、青空文庫で公
開されていた、著作権の切れた作品6612
点を収録しました。
著作権の有効な作品は、このDVD-ROM
には、おさめられていません。
どうぞ、DVD-ROM込みで貸し出して
ください。
DVD-ROMには、予備を用意しました。
下記申し込み先にご連絡いただければ、
もう一枚、無料で送ります。
DVD-ROMは、お手元でコピーしていた
だいてもかまいません。
DVD-ROMにはさらに、『青空文庫 全』
の本文が、PDFのファイルにしておさ
めてあります。
これをプリントアウトすれば、本文全体
のきれいなコピーが、容易につくれます。
もちろん、コピー機を使って、全体を複写
していただいてもかまいません。
『青空文庫 全』は、DVD-ROM、本文とも
自由に複製してください。

表現は本来、誰かが触れて、学んだり楽しんだ
りしても、へることも、損なわれることもない。広
く受容されることだけに目標を絞って良いのな
ら、自由な利用にまかせておけばそれでよい。「な
らば、作者が死んでもはや権利保護が創作の励
ましとならなくなった時点では、縛りを外して利
用を促そう」死後五〇年で権利を切ることに、著
作権制度は、こんな期待を込めてきた。その願い
は、長く空念仏に終わってきたが、ファイルの複
製と移動のコストを激減させるコンピュータ技
術と結び付いて、手応えのある現実に変わった。
保護期間を七〇年に延ばす選択は、インター
ネットが普及して、まさに今、花開きつつあるデ
ジタル・アーカイブの可能性を制約してしまう。
（『インターネット図書館 青空文庫』3章「『天に積む宝』の
ふやし方、へらし方」より）

青空文庫につい
て、より詳しく説明
した『インターネット
図書館 青空文庫』
（野口英司編著、
はる書房）を、200
冊用意しました。
書架に置いてくださ
る公共図書館、学
校図書館からお求
めがあれば、一館

一冊お送りします。
送付先を明記した上で、info@aozora.gr.jp宛に
ご連絡ください。

ためらいなくDVD-ROM付きで貸し出していただ
けるよう、『青空文庫 全』の予備DVD-ROMを、
1000枚用意しました。
こちらをご希望の際も、info@aozora.gr.jp宛に
ご連絡ください。一館一枚、送ります。
どちらも、確保した数量に申し込みが達した時点
で、締め切らせてもらいます。

寄 贈 計 画 ア ン コ ー ル

青空文庫
〒160-0008　東京都新宿区三栄町8番37号
http://www.aozora.gr.jp/
info@aozora.gr.jp


